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石田雅春　　昭和戦前期における高等学校の就学・進学実態

研
究
ノ
ー
ト昭

和
戦
前
期
に
お
け
る
高
等
学
校
の
就
学
・
進
学
実
態

― 

広
島
高
等
学
校
を
事
例
と
し
て 

―

石　
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雅　
　

春

は
じ
め
に

　

占
領
下
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
旧
制
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
〇
年
代
に
旧
制
高
等
学
校
資
料
保
存
会
が
中
心
と
な
っ
て
記
録
の
保
存
と
研

究
が
進
め
ら
れ
、
学
校
制
度
、
入
学
試
験
、
教
育
内
容
、
学
生
生
活
、
寮
歌
、
校

風
（
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
）
等
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（

１
）。

一
方
、
各
学
校
の
同

窓
会
も
資
料
の
収
集
、
記
念
誌
の
発
行
、
さ
ら
に
は
記
念
館
・
記
念
室
の
設
置
を

行
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
旧
制
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
①
同
世
代
男
子
の
一
パ
ー
セ
ン
ト

弱
し
か
進
学
で
き
な
い
エ
リ
ー
ト
養
成
機
関
、
②
自
治
や
自
由
を
掲
げ
た
寄
宿
舎

で
の
共
同
生
活
、
③
大
学
へ
の
進
学
が
保
障
さ
れ
て
い
た
た
め
自
主
的
に
生
徒
達

が
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
で
き
た
学
習
環
境
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
広
く

共
有
さ
れ
て
い
る（

２
）。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
評
価
の
も
と
と
な
る
先
行
研
究
を
詳
し
く
見
て
ゆ
く
と
、
分

析
の
対
象
時
期
に
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
旧
制
高
等
学
校
は
、
明
治
一
九
年
よ
り
制

度
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
明
治
末
年
ま
で
に
第
一
高
等
学
校
か
ら
第
八
高
等
学
校

（
ナ
ン
バ
ー
校
）
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
大
正
期
に
入
る
と
、
高
等
教
育
へ
の

進
学
熱
の
高
ま
り
を
受
け
、
官
立
の
高
等
学
校
一
七
校
（
地
名
校
）
が
増
設
さ
れ

る
と
と
も
に
、
公
立
や
私
立
の
高
等
学
校
が
次
々
と
設
立
さ
れ
た
。

　

先
行
研
究
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な
高
等
学
校
の
制
度
が
確
立
し
学
校
が
増
設

さ
れ
る
過
程
（
明
治
・
大
正
期
）
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
学
校
増
設
後
の
状
況
（
昭
和
期
）
に
つ
い
て
は
研
究
が
少
な
く
、
十
分
に
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
地
名
校
の
一
つ
で
あ
る
旧
制
広
島
高
等
学

校
（
以
下
、
広
高
と
略
）
の
生
徒
の
入
学
・
修
学
・
進
学
の
実
態
を
分
析
す
る
。

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
旧
制
広
島
高
等
学
校
は
、
大
正
期
に

増
設
さ
れ
た
官
立
の
高
等
学
校
の
中
で
は
旧
制
姫
路
高
等
学
校
と
並
ん
で
最
も
遅

く
開
校
し
た
。
こ
の
た
め
広
高
の
生
徒
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
昭
和

期
の
高
等
学
校
の
実
態
解
明
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
て
広
高
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
編
さ
ん
の
記
念
誌
の
他
に
『
広
島
大

学
二
十
五
年
史
』
包
括
校
史
編
（
広
島
大
学
、
昭
和
五
二
年
）
が
網
羅
的
か
つ
体

系
的
に
ま
と
め
て
お
り
、
こ
の
中
で
も
生
徒
の
動
向
を
分
析
し
て
い
る
。
し
か
し
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同
書
は
、
各
年
度
の
『
広
島
高
等
学
校
一
覧
』（
以
下
、『
学
校
一
覧
』
と
略
）
掲

載
の
集
計
表
を
も
と
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
学
校
一
覧
』
が
集
計
・
掲
載

し
て
い
な
い
事
象
は
分
析
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
新
た
に

広
高
の
生
徒
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
『
学
校
一
覧
』
に
未
記
載
の
事
象
を
分

析
す
る
こ
と
で
、『
広
島
大
学
二
十
五
年
史
』
包
括
校
史
編
で
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
生
徒
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
方
法
と
生
徒
の
動
向

　

最
初
に
、
本
稿
の
前
提
と
な
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
説
明
す

る
。
広
高
の
場
合
、「
学
籍
簿
」
に
つ
い
て
は
大
正
一
三
年
四
月
に
入
学
し
た
第

一
期
生
か
ら
昭
和
二
年
四
月
入
学
の
第
四
期
生
ま
で
の
も
の
し
か
残
っ
て
い
な

い
。
一
方
、「
成
績
原
簿
」
に
つ
い
て
は
全
期
間
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
が
、
氏

名
と
成
績
の
み
を
記
載
す
る
だ
け
で
、
附
随
す
る
学
籍
情
報
（
退
学
、
停
学
、
学

徒
出
陣
な
ど
）
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
「
学
籍
簿
」、「
成
績
原
簿
」

と
も
に
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
毎
年
発
行
さ

れ
た
『
学
校
一
覧
』
に
掲
載
さ
れ
た
名
簿
を
も
と
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

広
高
の
場
合
、『
学
校
一
覧
』
は
大
正
一
三
年
か
ら
昭
和
一
七
年
に
か
け
て
発

行
さ
れ
て
お
り
、
第
一
期
生
（
大
正
一
三
年
四
月
入
学
・
昭
和
二
年
三
月
卒
業
）

か
ら
第
一
七
期
生
（
昭
和
一
五
年
四
月
・
昭
和
一
七
年
九
月
卒
業
）
ま
で
の
記
録

を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
各
年
の

『
学
校
一
覧
』
に
掲
載
さ
れ
た
新
入
生
お
よ
び
卒
業
生
の
名
簿
を
底
本
と
し
て
、

出
身
校
・
本
籍
地
・
進
学
先
を
入
力
し
た
。
そ
の
上
で
昭
和
一
七
年
一
二
月
発
行

の
『
学
校
一
覧
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
名
簿
と
突
き
合
わ
せ
を
行
い
、
不

明
箇
所
つ
い
て
は
各
年
の
『
学
校
一
覧
』
の
生
徒
名
簿
を
も
と
に
校
訂
し
た
。
こ

う
し
て
大
正
一
三
年
四
月
の
入
学
生
か
ら
昭
和
一
五
年
四
月
の
入
学
生
ま
で
総
計

三
、〇
〇
八
名
分
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

　

表
１
は
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
集
計
し
た
広
高
の
生
徒
の
修
学
状
況

の
一
覧
で
あ
る
。

入学年 総数（編入） 卒業 中退 中退率 留年 留年率
大正13年 198（2） 182 16 8.1% 30 15.2%
大正14年 185（0） 175 10 5.4% 31 16.8%
大正15年 185（1） 174 11 5.9% 17 9.2%
昭和２年 197（1） 176 21 10.7% 22 11.2%
昭和３年 195（2） 184 11 5.6% 22 11.3%
昭和４年 198（0） 178 20 10.1% 28 14.1%
昭和５年 192（1） 169 23 12.0% 21 10.9%
昭和６年 193（2） 173 20 10.4% 11 5.7%
昭和７年 179（2） 161 18 10.1% 19 10.6%
昭和８年 173（0） 156 17 9.8% 19 11.0%
昭和９年 141（1） 126 15 10.6% 11 7.8%
昭和10年 146（3） 135 11 7.5% 20 13.7%
昭和11年 149（5） 133 16 10.7% 17 11.4%
昭和12年 146（0） 139 7 4.8% 22 15.1%
昭和13年 140（1） 134 6 4.3% 14 10.0%
昭和14年 196（3） 185 11 5.6% 23 11.7%
昭和15年 195（3） 174 ― ― ― ―
合計 3,008（27） 2,754 ― ― ― ―

表１　入学・卒業・中退・留年の状況

出典：各年の『学校一覧』をもとに筆者が集計。
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生
徒
の
修
学
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
「
学
籍
簿
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
先
述
の
よ
う
に
広
高
に
は
「
学
籍
簿
」
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
た
め
、
各
年
の
『
学
校
一
覧
』
の
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
生
徒
の
入
学
・

卒
業
等
を
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
表
１
の
「
総
数
」
は
新
入
生
名
簿
・
卒

業
生
名
簿
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
両
方
に
名
前
の
記
載
の
あ
っ
た
生
徒
の
合
計
数

で
あ
る
。

　

た
だ
生
徒
に
よ
っ
て
は
新
入
生
名
簿
に
記
載
が
な
く
卒
業
生
名
簿
や
第
二
学

年
・
第
三
学
年
の
在
校
生
名
簿
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
現
象
は
、
新
入
生
名
簿
の
誤
り
ま
た
は
編
入
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
推
定
さ

れ
る
が
、
広
高
の
場
合
は
「
学
籍
簿
」
が
無
い
た
め
検
証
で
き
な
い
。
そ
こ
で
一

括
し
て
「
編
入
」
と
区
分
し
、
入
学
年
は
便
宜
上
卒
業
年
の
三
年
前
と
し
た
。
こ

の
「
編
入
」
に
つ
い
て
は
「
総
数
」
の
欄
に
内
数
で
示
し
た
。

　

ま
た
「
中
退
」
は
、
新
入
生
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
卒
業
生
名
簿
に
記

載
の
な
い
生
徒
を
区
分
し
た
。「
留
年
」
は
、
新
入
生
名
簿
と
卒
業
生
名
簿
を
比

較
し
四
年
以
上
在
籍
し
て
い
る
生
徒
を
区
分
し
た
。（
昭
和
一
五
年
入
学
生
の
中

退
お
よ
び
留
年
を
記
載
し
て
い
な
い
の
は
、『
学
校
一
覧
』記
載
の
情
報
だ
け
で
は
、

両
者
の
区
分
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。）
こ
う
し
て
区
分
・
集
計
し
た
数

値
を
も
と
に
、
中
退
率
（
中
退
数
／
総
数
×
一
〇
〇
）
と
留
年
率
（
留
年
数
／
総

数
×
一
〇
〇
）
を
計
算
し
た
。

　

さ
て
、
こ
う
し
て
ま
と
め
た
表
１
を
見
る
と
、
広
高
の
場
合
、
中
退
率
は
お
お

む
ね
五
～
一
〇
％
、
留
年
率
は
一
〇
～
一
五
％
の
間
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
た
め
広
高
の
場
合
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
三
年
間
で
卒
業
す
る
生
徒
の
割

合
は
七
五
～
八
五
％
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
広
高
の
特
殊
事
情
と
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
昭
和
九

年
に
「
広
高
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
学
校
争
議
が
発
生
し
た
こ
と
で
あ
る
。
当
初
は

教
官
間
の
紛
争
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
生
徒
が
授
業
を
ボ
イ

コ
ッ
ト
す
る
事
態
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
学
校
側
は
、
関
係
し
た
生
徒
に

つ
い
て
、
除
籍
三
名
、
諭
旨
退
学
七
名
、
本
学
年
間
停
学
八
名
、
一
ヶ
月
家
庭
謹

慎
二
五
名
、
本
学
年
間
処
分
保
留
五
〇
名
と
い
う
処
分
を
行
っ
た
。

　
『
広
島
大
学
二
十
五
年
史
』
包
括
校
史
編
（
三
九
三
～
四
〇
一
頁
）
に
よ
る
と
、

こ
の
「
広
高
事
件
」
の
伏
線
と
し
て
昭
和
初
年
よ
り
左
翼
運
動
に
か
か
わ
る
生
徒

が
存
在
し
、
停
学
や
退
学
の
処
分
を
受
け
る
も
の
も
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
昭
和
二
年
か
ら
昭
和
九
年
の
入
学
生
に
中
退
や
留
年
が
多
い
の
は
、
こ
う
し

た
事
情
を
反
映
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

二
、
大
学
へ
の
進
学
状
況

　

次
に
大
学
へ
の
進
学
状
況
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
各
年
の
『
学
校
一
覧
』
に
は
、

進
学
先
と
と
も
に
卒
業
生
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
卒
業
時
の

進
学
先
を
学
校
別
に
ま
と
め
た
の
が
表
２
で
あ
る
。同
表
を
見
る
と
、広
高
の
場
合
、

半
数
以
上
の
生
徒
が
東
京
帝
国
大
学
か
京
都
帝
国
大
学
に
進
学
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
学
校
の
区
分
で
見
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
官
立
学
校
に
進
学
し
て

お
り
、
公
立
学
校
や
私
立
学
校
へ
の
進
学
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
卒
業
生
名
簿
の
進
学
先
が
空
白
と
な
っ
て
い
る
生
徒
も
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
生
徒
を
同
窓
生
名
簿
で
追
跡
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
卒
業
か
ら

数
年
以
内
に
進
学
先
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
こ
れ
ら
の
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生
徒
の
大
部
分
は
、
志
望
大
学
へ
の
合
格
を
目
指
す
「
白
線
浪
人
」
だ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
卒
業
時
の
名
簿
に
進
学
先
の
記
載
が
あ
る
生
徒
を
「
進
学
先

決
定
」、
記
載
が
無
い
も
の
を
「
未
定
」
と
分
類
し
、
卒
業
者
に
占
め
る
進
学
先

決
定
者
の
割
合
を
「
現
役
進
学
率
」
と
し
て
ま
と
め
た
の
が
表
３
で
あ
る
。
同
表

を
み
る
と
、
広
高
の
場
合
、
毎
年
二
〇
～
三
〇
％
ぐ
ら
い
の
生
徒
が
、
卒
業
時
に

進
学
先
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。（
昭
和
一
四
年
以
降
、
現
役

進
学
率
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
戦
時
体
制
の
強
化
に
と
も
な
い
浪
人
す
る

自
由
が
制
限
さ
れ
た
結
果
と
推
定
し
て
い
る
。）

　

こ
う
し
た
進
路
未
定
者
五
五
二
名
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
『
学
校
一
覧
』
で
追
跡

し
て
進
学
先
を
ま
と
め
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
同
表
を
み
る
と
現
役
生
と
同
様
に

東
京
帝
国
大
学
・
京
都
帝
国
大
学
が
過
半
数
を
占
め
る
と
と
も
に
、
官
立
学
校
に

偏
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

な
お
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
発
行
の
『
学
校
一
覧
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
窓

生
名
簿
と
卒
業
時
の
進
学
先
を
つ
き
合
わ
せ
る
と
、
両
者
に
記
載
さ
れ
て
い
る
進

表２　卒業時進学先一覧

区分 進学先 人数

官立

東北帝国大学 37
東京帝国大学 782
名古屋帝国大学 6
京都帝国大学 901
大阪帝国大学 72
九州帝国大学 175
京城帝国大学 1
東京商科大学 2
東京工業大学 9
神戸商業大学 48
広島文理科大学 44
新潟医科大学 2
金沢医科大学 4
千葉医科大学 20
岡山医科大学 53
長崎医科大学 27
熊本医科大学 12

公立 愛知医科大学 1
京都府立医科大学 1

私立 東京慈恵会医科大学 1
日本医科大学 1

その他 死去 3
未定 552
合　計 2,754

卒業年月 卒業者 進学決定者 未定 死去 現役進学率
昭和２年３月 152 130 22 0 85.5%
昭和３年３月 170 130 40 0 76.5%
昭和４年３月 189 150 37 2 79.4%
昭和５年３月 168 132 36 0 78.6%
昭和６年３月 186 120 65 1 64.5%
昭和７年３月 172 134 38 0 77.9%
昭和８年３月 177 122 55 0 68.9%
昭和９年３月 184 134 50 0 72.8%
昭和10年３月 154 93 61 0 60.4%
昭和11年３月 154 113 41 0 73.4%
昭和12年３月 136 104 32 0 76.5%
昭和13年３月 125 94 31 0 75.2%
昭和14年３月 135 117 18 0 86.7%
昭和15年３月 137 128 9 0 93.4%
昭和16年３月 139 125 14 0 89.9%
昭和17年３月 179 179 0 0 100.0%
昭和17年９月 197 194 3 0 98.5%
合　計 2,754 2,199 552 3

表３　現役進学率一覧

区分 進学先 人数

官立

東北帝国大学 21
東京帝国大学 206
名古屋帝国大学 8
京都帝国大学 110
大阪帝国大学 37
九州帝国大学 38
京城帝国大学 2
台北帝国大学 1
神戸商業大学 12
広島文理科大学 7
新潟医科大学 2
千葉医科大学 7
岡山医科大学 23
長崎医科大学 6
熊本医科大学 6

公立 京都府立医科大学 2

私立
東京慈恵会医科大学 3
日本医科大学 1

その他
死去 38
戦死 5
不明 17
合　計 552

表４　未定者進学先一覧

出典：各年の『学校一覧』をもとに筆者が集計。

出典：各年の『学校一覧』をもとに筆者が集計。出典：各年の『学校一覧』をもとに筆者が集計。
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学
先
が
異
な
る
事
例
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
卒
業
時
に
進
学
し
た
大
学
を
中
退
し

て
別
の
大
学
に
入
学
し
直
し
た
り
、
同
じ
大
学
の
別
の
学
部
に
所
属
変
更
し
た
り

し
た
結
果
生
じ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

筆
者
が
確
認
し
て
い
る
一
〇
五
例
を
模
式
化
し
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
。

　

同
図
を
み
る
と
、
変
更
後
の
進
学
先
は
大
半
が
東
京
帝
国
大
学
と
京
都
帝
国
大

学
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
東
京
帝
国
大
学
や
京
都

帝
国
大
学
へ
の
進
学
者
の
中
に
も
進
学
先
を
変
更
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。た
と
え
ば
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
へ
進
学
し
た
三
六
事
例
を
み
て
み
る
と
、

う
ち
一
七
名
が
所
属
学
部
の
変
更
（
法
学
部
一
一
名
、経
済
学
部
四
名
、農
学
部
）、

一
三
名
が
東
京
帝
国
大
学
へ
の
転
学
ま
た
は
再
進
学
（
法
学
部
七
人
、
経
済
学
部

三
人
、
文
学
部
三
名
）、
残
り
の
六
名
が
そ
の
他
の
大
学
等
へ
の
転
学
ま
た
は
再

進
学
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
例
の
中
に
は
、
大
学
へ
の
進
学
後
に
諸
事
情
に
よ
り
進
路
変
更
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
図
１
か
ら
東
京
帝
国
大
学
や
京
都
帝
国
大
学

へ
の
志
向
性
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
仮
面
浪
人
」
が
大
多
数
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
広
高
の
生
徒
の
進
学
状
況
を
み
る
と
、
大
学
の
中
で
も
特
に
東

京
帝
大
や
京
都
帝
大
へ
の
志
向
性
が
強
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
視
点
を
か
え
れ

ば
、こ
う
し
た
強
い
志
向
性
が
あ
っ
た
た
め
、毎
年
少
な
か
ら
ぬ
数
の
生
徒
が
「
白

線
浪
人
」
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

三
、
生
徒
の
出
身
地

　

最
後
の
生
徒
の
出
身
地
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。『
学
校
一
覧
』
に
は
生
徒

卒業時進学先 人数 最終学歴 人数

東北帝大 2 →
東北帝大 1
京都帝大 1

東京帝大 18 →

東京帝大 10
京都帝大 6
台北帝大 1
神戸商大 1

京都帝大 57 →

東北帝大 3
東京帝大 17
名古屋帝大 1
京都帝大 24
大阪帝大 2
九州帝大 3
広島文理大 2
神戸商大 1
岡山医科大 2
長崎医科大 1
熊本医科大 1

九州帝大 18 →

東北帝大 1
東京帝大 8
京都帝大 5
大阪帝大 1
九州帝大 3

広島文理大 2 →
東京帝大 1
京都帝大 1

東京工業大 1 → 東京帝大 1

神戸商大 5 →
東京帝大 2
京都帝大 3

熊本医科大 1 → 岡山医科大 1

長崎医科大 1 → 名古屋帝大 1

図１　進路変更者の状況

の
出
身
に
つ
い
て
、
本
籍
地
別
の
集
計
表
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
広
島
大
学
二
十
五

年
史
』
包
括
校
史
編
（
三
八
〇
頁
）
も
、
こ
の

集
計
表
を
も
と
に
生
徒
の
出
身
地
を
分
析
し
て

い
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
本
籍

地
を
も
と
に
生
徒
の
出
身
地
を
分
析
し
て
い

る（
３
）。

　

し
か
し
今
回
筆
者
が
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
生
徒
の
本
籍
地
と
出
身
中
学
校
の
所
在
地

を
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
両
者
が
異
な
る

ケ
ー
ス
が
多
数
見
つ
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
該
期

出典：筆者作成。
注：�最終学歴が同一大学となっているのは、所属学部
の変更事例である。
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間
の
全
生
徒
を
本
籍
地
と
出
身
中
学
校
の
所
在
地
ご
と
に
分
類
し
、
集
計
結
果
を

一
覧
に
し
た
も
の
が
表
５
と
表
６
で
あ
る
（
一
〇
名
以
下
の
府
県
に
つ
い
て
は
割

愛
）。

　

両
表
を
比
較
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
広
島
県
の
出
身
者
が
圧
倒
的
に
多
い
点

は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
二
点
に
お
い
て
大
き
な
差
違
が
み
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
朝
鮮
、
関
東
州
、
満
州
と
い
っ
た
外
地
の
学
校
か
ら
の
入
学
者
の
数

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
出
身
校
所
在
地
別 （
表
６
） 

に
見
る
と
、 

朝
鮮
八
一
名
、 

関
東

州
三
七
名
、
満
州
二
七
名
と
な
り
、
外
地
出
身
の
生
徒
が
か
な
り
の
数
に
上
る
こ

と
が
わ
か
る
。
一
方
、 

本
籍
地
別 

（
表
５
）
に
み
る
と
、 

朝
鮮
二
五
名
と
な
り
満

州
や
関
東
州
か
ら
の
入
学
者
は
一
人
も
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

生
徒
の
氏
名
を
見
て
ゆ
く
と
、
外
地
の
学
校
出
身
の
日
本

人
は
い
ず
れ
も
本
籍
地
が
日
本
国
内
で
あ
り
、
外
地
を
本
籍

地
と
す
る
の
は
朝
鮮
人
や
中
国
人
の
生
徒
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
す
な
わ
ち
当
時
の
日
本
人
は
移
住
し
て
も
本
籍
地
を

変
更
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
差
違
の
原
因
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

表５　本籍別生徒出身地一覧

出典：�各年の『学校一覧』をも
とに筆者が集計。

表６　出身校別生徒出身地一覧

出典：�各年の『学校一覧』をもとに
筆者が集計。

順位 本籍地 生徒数
1 広島県 1,554
2 山口県 247
3 兵庫県 105
4 愛媛県 88
5 岡山県 86
6 大阪府 80
7 東京府 71
8 島根県 59
9 香川県 56
10 福岡県 54
11 京都府 48
12 和歌山県 48
13 大分県 37
14 三重県 37
15 鳥取県 32
16 徳島県 27
17 熊本県 25
18 朝鮮 25
19 愛知県 22
20 奈良県 22
21 岐阜県 19
22 高知県 19
23 滋賀県 18
24 静岡県 17
25 千葉県 16
26 長崎県 16
27 福島県 14
28 鹿児島県 13
29 福井県 13
30 新潟県 12
31 佐賀県 11
32 山梨県 11
33 宮城県 10

順位 出身校所在地 生徒数
1 広島県 1,802
2 山口県 185
3 兵庫県 131
4 大阪府 120
5 朝鮮 81
6 東京府 69
7 京都府 64
8 愛媛県 55
9 香川県 45
10 福岡県 43
11 和歌山県 40
12 岡山県 39
13 関東州 37
14 満州 27
15 徳島県 24
16 奈良県 22
17 大分県 19
18 島根県 19
19 鳥取県 14
20 滋賀県 13
21 三重県 13
22 資格試験合格者 11
23 愛知県 10
24 神奈川県 10

　

第
二
に
、
中
四
国
地
方
出
身
者
の
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
本
籍
地
別
に
見
た
場
合
、
山
口
県
を
は
じ
め
と
す
る
中
四
国
地
方
の
出

身
者
は
合
計
六
一
四
名
（
全
生
徒
に
占
め
る
割
合
は
二
〇
・
四
％
）
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
大
都
市
圏
（
東
京
府
・
大
阪
府
・
京
都
府
・
兵
庫
県
）
の
出
身
者
は
合

計
三
〇
四
名
（
一
〇
・
一
％
）
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
た
め
本
籍
地
別
に
見
る
と
、

広
高
の
生
徒
は
中
四
国
地
方
の
生
徒
が
大
半
で
、
地
域
性
の
強
い
学
校
と
い
う
評

価
に
な
る
。

　

し
か
し
出
身
校
別
に
見
る
と
、
中
四
国
地
方
の
出
身
者
は
合
計
三
八
五
名

（
一
二
・
七
％
）、
大
都
市
圏
の
出
身
者
は
合
計
三
八
四
名
（
一
二
・
七
％
）
と
な
り

大
差
が
な
い
。
さ
ら
に
中
四
国
地
方
の
出
身
者
の
う
ち
約
半
分
を
山
口
県
が
占
め

て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
除
く
と
残
り
の
県
か
ら
の
進
学
者
は
合
計
二
〇
〇
名

（
六
・
六
％
）
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
た
め
出
身
校
別
に
見
る
と
、
広
高
の
生
徒
は
広

島
県
と
山
口
県
以
外
に
は
、
近
隣
諸
県
よ
り
も
大
都
市
圏
の
出
身
者
が
多
か
っ
た

と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
差
違
を
見
て
ゆ
く
と
、
昭
和
期
に
お
い
て
、
本
籍
地
は
生
徒
の
出
身

属
性
を
示
す
指
標
と
し
て
単
独
で
取
り
扱
う
こ
と
は
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
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得
な
い
。
む
し
ろ
出
身
校
の
所
在
地
を
加
味
す
る
こ
と
で
、
よ
り
実
態
に
沿
っ
た

評
価
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
表
６
を
み
る
と
、
試
験
合
格
者
（
中
学
校
を
卒
業
す
る
の
で
は
な
く
、

高
等
科
入
学
資
格
試
験
や
専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
程
に
よ
る
試
験
に
合
格
し
て

高
等
学
校
の
受
検
資
格
を
得
た
生
徒
）
が
一
一
名
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
広
島

大
学
二
十
五
年
史
』
包
括
校
史
編
で
は
『
学
校
一
覧
』
の
集
計
表
に
基
づ
き
学
歴

別
入
学
者
の
一
覧
表
（
三
七
五
頁
掲
載
）
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
同
表
で
は
当
該

期
間
の
試
験
合
格
者
を
〇
名
と
し
て
い
る
。な
ぜ
こ
う
し
た
差
違
が
生
じ
た
の
か
、

「
学
籍
簿
」
が
な
い
た
め
検
証
で
き
な
い
が
、
注
意
す
べ
き
事
実
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
ま
と
め
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
稿
で
は
、
旧
制
広
島
高

等
学
校
生
徒
の
入
学
、
修
学
、
お
よ
び
進
学
の
実
態
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
こ
の

結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
広
高
の
生
徒
の
姿
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
制
高
等
学
校
の
入
学
試
験
は

厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
広
高
も
例
外
で
は
な
く
、
入
試
競
争
率
は
平
均
五
～
九

倍
程
度
で
あ
っ
た（

４
）。

こ
う
し
た
試
験
に
合
格
し
入
学
し
た
生
徒
の
出
身
校
を
み
る

と
、
①
過
半
数
は
広
島
県
の
学
校
か
ら
の
進
学
者
、
②
朝
鮮
、
関
東
州
、
満
州
と

い
っ
た
外
地
の
学
校
か
ら
の
進
学
者
も
少
な
く
な
い
、
③
中
四
国
地
方
の
近
隣
諸

県
よ
り
も
兵
庫
県
、
大
阪
府
、
東
京
府
、
京
都
府
と
い
っ
た
大
都
市
圏
の
学
校
か

ら
の
進
学
者
が
多
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

入
学
し
た
生
徒
た
ち
は
、
大
学
へ
の
進
学
を
め
ざ
し
て
三
年
間
の
学
校
生
活
を

送
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
約
五
～
一
〇
％
の
生
徒
が
中
退
し
、
こ
れ
と
は

別
に
約
一
〇
～
一
五
％
の
生
徒
が
留
年
し
た
。
そ
し
て
卒
業
に
あ
た
り
、
生
徒
た

ち
は
各
大
学
の
入
学
試
験
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
広
高
の
生
徒
の
多
く
は
東

京
帝
国
大
学
と
京
都
帝
国
大
学
を
志
望
し
、
そ
れ
以
外
の
帝
国
大
学
や
官
立
大
学

は
相
対
的
に
人
気
が
低
か
っ
た
。
そ
し
て
大
学
入
試
の
結
果
、
約
七
〇
～
八
〇
％

の
卒
業
生
が
現
役
で
進
学
し
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
～
三
〇
％
の
卒
業
生
は
「
白

線
浪
人
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
広
高
の
実
態
は
、
従
来
の
旧
制
高
校
の
生
徒
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
広
高
の
生
徒
に
と
っ
て
、
高

校
へ
の
入
学
は
大
学
へ
の
進
学
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
入

学
後
も
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
希
望
の
大
学
へ
入
学
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、 

高
校
生
活
に
挫
折
し
、 

中
退
、 

留
年
、 

浪
人
と
い
う
選
択
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
生
徒
も
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
学
受
験
を

意
識
せ
ず
に
広
高
生
が
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
現
象
が
広
高
特
有
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
昭
和
期
の
高

等
学
校
に
お
い
て
広
く
見
ら
れ
た
現
象
な
の
か
、
管
見
の
限
り
で
は
判
断
で
き
な

か
っ
た
。
こ
う
し
た
判
断
に
必
要
と
な
る
他
校
の
事
例
分
析
お
よ
び
相
互
の
比
較

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）
旧
制
高
等
学
校
資
料
保
存
会
『
旧
制
高
等
学
校
全
書
』
第
一
～
八
巻
・
別
巻
（
旧

制
高
等
学
校
資
料
保
存
会
、
昭
和
五
五
～
六
〇
年
）、『
国
立
教
育
研
究
所
紀
要　

第
九
五
集　

旧
制
高
等
学
校
に
関
す
る
問
題
史
的
研
究
』（
国
立
教
育
研
究
所
、
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昭
和
五
三
年
）、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
付
属
図
書
館
編
『
旧
制
高
等
学
校
文
庫

目
録
』
初
版
（
大
倉
精
神
研
究
所
、
平
成
元
年
）。

（
２
）
竹
内
洋
『〈
日
本
の
近
代
一
二
〉
学
歴
貴
族
の
栄
光
と
挫
折
』（
中
央
公
論
社
、
平

成
一
一
年
）、
秦
郁
彦
『
旧
制
高
校
物
語
』（
文
芸
春
秋
、
平
成
一
五
年
）、
喜
多

由
浩
『
旧
制
高
校　

真
の
エ
リ
ー
ト
の
つ
く
り
方
』（
産
経
新
聞
出
版
、
平
成

二
五
年
）。

（
３
）
生
徒
の
出
身
属
性
の
分
析
に
つ
い
て
は
三
家
そ
の
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
本
籍
地
に
重
点
を
置
い
た
分
析
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
三
家
氏
の
研
究
は
大
正

期
を
中
心
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
稿
と
対
象
時
期
が
異
な
る
。
こ
の
た
め
本
稿
の

仮
説
と
の
比
較
・
検
証
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　

 　

三
家
そ
の
「
学
歴
エ
リ
ー
ト
の
輩
出
に
お
け
る
地
域
的
要
因

－

大
正
期
に
お
け

る
高
等
学
校
へ
の
進
学
状
況
か
ら

－

」『
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』

四
五
号
（
平
成
一
一
年
）、
同
「
地
域
か
ら
見
た
教
育
拡
大

－

大
正
期
に
お
け
る

高
等
学
校
新
設
と
の
関
連
で
」『
日
本
教
育
社
会
学
会
大
会
発
表
要
旨
集
』
五
一

号
（
平
成
一
一
年
）、
同
「
近
代
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
と
地

域
移
動
」
同
前
五
二
号
（
平
成
一
二
年
）
参
照
。

（
４
）
前
掲
『
広
島
大
学
二
十
五
年
史
』
包
括
校
史
編
、
三
七
八
頁
。

　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
一
五
Ｋ
〇
四
二
四
〇
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
い
し
だ
　
ま
さ
は
る
・
広
島
大
学
文
書
館
）




